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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を復号する復号装置であって、
　ビットストリームを受信する受信手段と、
　コンテキストを用いて算術復号を行うレギュラー復号エンジンと、コンテキストを用い
ずに算術復号を行うバイパス復号エンジンのいずれか１つを用いて前記ビットストリーム
を復号する復号手段と、
　複数の予測モードから予測モードを選択する選択手段とを含み、
　前記復号手段は、予測モードが、対象ブロックに隣接する１以上の隣接ブロックの予測
モードを含む予測モードリストから選択されるか否かを示す第１の情報を復号し、
　前記第１の情報が、前記対象ブロックの予測モードが前記予測モードリストから選択さ
れることを示す場合、前記復号手段は、前記バイパス復号エンジンを用いて、前記予測モ
ードリストから予想モードを選択するために使用される第２の情報を復号することを特徴
とする復号装置。
【請求項２】
　前記復号手段は、前記レギュラー復号エンジンを用いて、前記第１の情報を復号するこ
とを特徴とする請求項１に記載の復号装置。
【請求項３】
　前記第１の情報は、フラグで示されることを特徴とする請求項１又は２に記載の復号装
置。
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【請求項４】
　画像を復号する復号方法であって、
　ビットストリームを受信する受信手段と、
　コンテキストを用いて算術復号を行うレギュラー復号エンジンと、コンテキストを用い
ずに算術復号を行うバイパス復号エンジンのいずれか１つを用いて前記ビットストリーム
を復号する復号手段と、
　複数の予測モードから予測モードを選択する選択手段とを含み、
　前記復号手段は、予測モードが、対象ブロックに隣接する１以上の隣接ブロックの予測
モードを含む予測モードリストから選択されるか否かを示す第１の情報を復号し、
　前記第１の情報が、前記対象ブロックの予測モードが前記予測モードリストから選択さ
れることを示す場合、前記復号手段は、前記バイパス復号エンジンを用いて、前記予測モ
ードリストから予想モードを選択するために使用される第２の情報を復号することを特徴
とする復号方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、符号化および／または復号に関して強化されたＣＡＢＡＣを用いた画像復号
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｈ．２６４／ＡＶＣのような、既存のビデオ符号化規格は、一般に、計算複雑度の増加
を代償として比較的高い符号化効率を提供する。計算複雑度が増加するにつれて、符号化
および／または復号速度は減少する傾向がある。また、忠実度のさらなる向上への要望が
時とともに増加する傾向にあり、必要メモリはますます大きくなり、ますますより複雑な
処理が必要とされる傾向にある。
【０００３】
　図１を参照すると、画像のブロックに関する符号化されたデータを多くの復号装置（デ
コーダ）が受信する（および符号化装置（エンコーダ）が供給する）。典型的に、画像は
、ブロックに分割され、ブロックのそれぞれが何らかの方法で、例えば、離散コサイン変
換（ＤＣＴ：ｄｉｓｃｒｅｔｅ　ｃｏｓｉｎｅ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を用いて符号化さ
れて、復号装置へ供給される。復号装置は、符号化されたブロックを受信し、ブロックの
それぞれを何らかの方法で、例えば、逆離散コサイン変換を用いて復号する。
【０００４】
　ＭＰＥＧ－４　ｐａｒｔ１０（Ｈ．２６４）のような、ビデオ符号化規格は、限られた
周波数帯域幅および／または限られた記憶容量を持つチャネルを通じた送信のためにビデ
オ・データを圧縮する。これらのビデオ符号化規格は、フレームをより効果的に符号化お
よび復号するために、イントラ予測、空間領域から周波数領域への変換、量子化、エント
ロピー符号化、動き推定、および動き補償のような、複数の符号化段階を含む。符号化お
よび復号段階の多くは、計算が甚だしく複雑である。
【０００５】
　コンテキスト適応２値算術符号化（ＣＡＢＡＣ：ｃｏｎｔｅｘｔ　ａｄａｐｔｉｖｅ　
ｂｉｎａｒｙ　ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　ｃｏｄｉｎｇ）に基づく符号化／復号技術は、一
般に、コンテキスト適応であり、これは、（ｉ）過去に符号化および／または復号された
前のシンボルの値に基づいてシンボルを適応的に符号化すること、および（ｉｉ）過去に
符号化および／または復号されたシンボルのセットを識別するコンテキストを適応に用い
ることを意味する。過去のシンボルは、空間的および／または時間的に隣接したブロック
に位置することができる。多くの場合、コンテキストは、隣接したブロックのシンボル値
に基づく。
【０００６】
　コンテキスト適応２値算術符号化（ＣＡＢＡＣ）の符号化技術は、以下の段階を用いて
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シンボルを符号化することを含む。第１段階では、ＣＡＢＡＣは、「バイナライザ（ｂｉ
ｎａｒｉｚｅｒ）」を用いて入力シンボルを２値シンボル列、または「ビン（ｂｉｎ）」
へマッピングする。入力シンボルは、ビットに符号化される前に２値化（ｂｉｎａｒｉｚ
ｅ）されるか、別の状況では２値（１または０）シンボル列に変換される非２値（ｎｏ－
ｂｉｎａｒｙ）のシンボルである。ビンは、「バイパス符号化エンジン」か、または「レ
ギュラー符号化エンジン」のいずれかを用いてビットに符号化できる。
【０００７】
　ＣＡＢＡＣにおけるレギュラー符号化エンジンについては、第２段階で確率モデルが選
択される。確率モデルは、２値化された入力シンボルの１つ以上のビンを算術符号化する
ために用いられる。このモデルは、最近符号化されたシンボルの関数であるコンテキスト
に依存して利用可能な確率モデルのリストから選択できる。確率モデルは、「１」または
「０」であるビンの確率を記憶する。第３段階では、選択された確率モデルに従って算術
符号化装置が各ビンを符号化する。「０」および「１」に対応する２つの部分範囲がビン
毎に存在する。第４段階は、確率モデルをアップデートすることを含む。選択された確率
モデルは、実際に符号化されたビン値に基づいてアップデートされる（例えば、ビンが「
１」であったとすれば、「１」の頻度数が増やされる）。ＣＡＢＡＣ復号のための復号技
術は、処理を逆に行う。
【０００８】
　ＣＡＢＡＣにおけるバイパス符号化エンジンについては、第２段階は、計算コストが高
いコンテキスト推定および確率アップデート段階が省略されたビンからビットへの変換を
含む。バイパス符号化エンジンは、入力ビンに関して一定の確率分布を仮定する。ＣＡＢ
ＡＣ復号のための復号技術は、処理を逆に行う。
【０００９】
　ＣＡＢＡＣは、概念的に２つのステップを用いてシンボルを符号化する。第１のステッ
プにおいて、ＣＡＢＡＣは、入力シンボルのビンへの２値化を行う。第２のステップにお
いて、ＣＡＢＡＣは、バイパス符号化エンジンか、またはレギュラー符号化エンジンのい
ずれかを用いてビンのビットへの変換を行う。結果として生じる符号化されたビット値は
、ビットストリームで復号装置へ供給される。
【００１０】
　ＣＡＢＡＣは、概念的に２つのステップを用いてシンボルを復号する。第１のステップ
において、ＣＡＢＡＣは、入力ビットをビン値へ変換するために、バイパス復号エンジン
か、またはレギュラー（regular）復号エンジンのいずれかを用いる。第２のステップに
おいて、ＣＡＢＡＣは、送信されたシンボル値をビン値へ復元するために逆２値化（ｄｅ
－ｂｉｎａｒｉｚａｔｉｏｎ）を行う。復元されたシンボルは、本質的に非２値であろう
。復元されたシンボルは、復号装置の残りの様態に用いられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　前述のように、ＣＡＢＡＣの符号化および／または復号処理は、少なくとも２つの異な
る動作モードを含む。第１のモードでは、確率モデルは、実際に符号化されたビン値に基
づいてアップデートされ、一般に「レギュラー符号化モード」と呼ばれる。レギュラー符
号化モードは、関連する計算が複雑であり、終了までにかなり時間がかかるのに加えて、
いくつか逐次的な直列動作を必要とする。第２のモードでは、確率モデルは、実際に符号
化されたビン値に基づいてアップデートされず、一般に「バイパス（bypass）符号化モー
ド」と呼ばれる。第２のモードでは、ビンを復号するために（おそらく一定の確率より他
に）確率モデルは存在せず、従って確率モデルをアップデートする必要がなく、システム
の計算複雑度が低減される。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明のある様態は、動画像を復号する復号装置（デコーダ）を提供し、
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　（ａ）前記復号装置は、複数の画素を表す動画像のブロックを表すビットストリームを
受信し、
　（ｂ）前記復号装置は、コンテキスト適応２値算術符号化により符号化された前記ビッ
トストリームを復号し、
　（ｃ）前記復号装置は、少なくとも２つの復号モードを用いて前記ビットストリームを
復号し、前記第１のモードは、復号されている現シンタックス要素に基づく確率推定に基
づいて前記ビットストリームを復号し、前記第２のモードは、復号されている前記現シン
タックス要素に基づく確率推定に基づかないで前記ビットストリームを復号し、
　（ｄ）前記復号装置は、前記第１のモードを用いてイントラ予測モードを復号するため
に、イントラ予測モードのリストを用いるべきかどうかを示すデータを復号し、
　（ｅ）前記復号装置は、前記第２のモードを用いて対象ブロックのイントラ予測モード
を示すデータを復号する、復号装置であって、
　イントラ予測モードの前記リストは、前に決定されたイントラ予測モードに基づいて決
定される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の先述および他の目的、特徴、ならびに利点は、本発明の以下の詳細な説明を添
付図面と併せて考察したときにさらに容易に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】符号化装置および復号装置を示す。
【図２】符号化装置を示す。
【図３】復号装置を示す。
【図４】ＣＡＢＡＣに関するコンテキスト復号を示す。
【図５】ＣＡＢＡＣに関するバイパス復号を示す。
【図６】バイパス復号モードを用いて符号化されたシンボルのサブセット、およびレギュ
ラー復号モードを用いて符号化されたシンボルの別のサブセットを持つビットストリーム
を示す。
【図７】バイパス復号モードおよびレギュラー復号モードを用いた復号技術を示す。
【図８】イントラ符号化されることに対応するシンタックス要素タイプを有するブロック
のシンボルに関する復号技術を示す。
【図９】ＣＡＢＡＣに基づく符号化装置を示す。
【図１０】ＣＡＢＡＣに基づく復号装置を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図２を参照すると、例示的な符号化装置（エンコーダ）２００は、ＣＡＢＡＣを含みう
るエントロピー符号化部２６０を含み、符号化装置２００のいくつかの異なる他の様態か
らの入力を受信する。エントロピー符号化部２６０への１つの入力としては、サンプル適
応オフセット（ＳＡＯ：ｓａｍｐｌｅ　ａｄａｐｔｉｖｅ　ｏｆｆｓｅｔ）部２３５から
のＳＡＯ情報である。エントロピー符号化部２６０への他の入力としては、適応ループフ
ィルタ２４５からのＡＬＦ（ａｄａｐｔｉｖｅ　ｌｏｏｐ　ｆｉｌｔｅｒ）情報である。
エントロピー符号化部２６０への他の入力としては、動き推定／動き補償（ＭＥ／ＭＣ：
ｍｏｔｉｏｎ　ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ／ｍｏｔｉｏｎ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ）部２
３０からのインターモード情報である。エントロピー符号化部２６０への他の入力として
は、イントラ予測部２７０からのイントラモード情報である。また、エントロピー符号化
部２６０への他の入力としては、量子化部３１０からの残差である。エントロピー符号化
部２６０は、符号化されたビットストリームを供給する。エントロピー符号化部２６０へ
供給されたこの情報は、ビットストリームに符号化される。ＳＡＯ部２３５は、サンプル
を適応ループフィルタ２４５へ供給し、適応ループフィルタ２４５は、復元されたサンプ
ル２２５を参照フレームバッファ２２０へ供給し、参照フレームバッファ２２０は、デー
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タを動き推定／動き補償（ＭＥ／ＭＣ）部２３０へ供給する。デブロッキングフィルタ２
５０からのデブロッキングされたサンプル２４０は、ＳＡＯ部２３５へ供給される。多く
の符号化装置と同様に、符号化装置は、イントラ予測部２７０をさらに含むことができ、
予測されたサンプル２８０は、イントラ予測部２７０とＭＥ／ＭＣ部２３０との間で選択
される。減算器２９０は、予測されたサンプル２８０を入力から減算する。符号化装置２
００は、変換部３００、逆量子化部３２０、逆変換部３３０、および再構築部３４０も含
むことができる。
【００１６】
　図３を参照すると、図２の符号化装置に関連する復号装置４００は、ＣＡＢＡＣを含み
うるエントロピー復号部４５０を含むことができる。エントロピー復号部４５０は、符号
化されたビットストリーム４４０を受信し、データを復号装置４００の別の様態へ供給す
る。エントロピー復号部４５０は、イントラモード情報４５５をイントラ予測部４６０へ
供給する。エントロピー復号部４５０は、インターモード情報４６５をＭＣ部４３０へ供
給する。エントロピー復号部４５０は、ＡＬＦ情報４９５を適応ループフィルタ４１５へ
供給する。エントロピー復号部４５０は、ＳＡＯ情報４７５をＳＡＯ部４１０へ供給する
。エントロピー復号部４５０は、符号化された残差４８５を逆量子化部４７０へ供給し、
逆量子化部４７０は、データを逆変換部４８０へ供給し、逆変換部４８０は、データを再
構築部４９０へ供給し、再構築部４９０は、データをイントラ予測部４６０および／また
はデブロッキングフィルタ５００へ供給する。サンプル適応オフセット（ＳＡＯ）部４１
０は、サンプルを適応ループフィルタ４１５へ供給し、適応ループフィルタ４１５は、復
元されたサンプル４４５を参照フレームバッファ４２０へ供給し、参照フレームバッファ
４２０は、データを動き補償（ＭＣ）部４３０へ供給する。デブロッキングフィルタ５０
０は、デブロッキングされたサンプル５１０をＳＡＯ部４１０へ供給する。
【００１７】
　図４を参照すると、ビン５７０を復号するためにＣＡＢＡＣレギュラー復号エンジンを
用い、かつ隣接コンテキストを用いたときに、確率モデルを選択する説明図が示される。
コンテキストは、復号されたシンボルＣｔｘｔＡ５７２および復号されたシンボルＣｔｘ
ｔＢ５７４の関数として決定される。ＣｔｘｔＡは、ラインバッファ５７６に記憶されて
いたものである。このコンテキストが５７０を復号するために用いられる確率モデルを決
定する。対照的に、図５を参照すると、シンボル５８０を復号するためにＣＡＢＡＣバイ
パス復号エンジンを用いたときに確率モードを選択する説明図が示される。選択される確
率モードは、コンテキスト情報には依存しない。図６を参照すると、ビットストリーム５
９０は、バイパス符号化エンジンを用いて符号化された２値化シンタックス要素５９２の
セットと、ＣＡＢＡＣにおける確率モデルのアップデートを必要とするためレギュラー符
号化エンジンを用いて符号化された２値化シンタックス要素５９４のセットを含む。また
、バイパス符号化モードを用いたときに、ラインバッファは必要でなくなり、必要メモリ
量は削減され、確率モデルのアップデートは行われず、ＣＡＢＡＣのスループットは向上
する。
【００１８】
　ＣＡＢＡＣは、可能な符号化構成の複雑なセットに基づいて動画像を復号する。例えば
、符号化構成は、動き補償されたブロックおよびイントラ予測ブロックを含むことがある
。動き補償された動画像ブロックの符号化および復号は、比較的複雑になりがちであり、
一般に、ＣＡＢＡＣレギュラー符号化エンジンによって加わる複雑さから利益を享受する
傾向がある。複雑さの一端は、復号技術に加えて、シンボルが依存する情報の記憶ならび
にシンボルを符号化および／または復号するたびに確率モデル・メカニズムをアップデー
トする必要性にある。イントラ予測された動画像ブロックの符号化および復号は、比較的
より複雑ではなく、ＣＡＢＡＣレギュラー符号化エンジンによって加わる複雑さから享受
する利益は、それほど大きくない傾向がある。この場合、バイパス符号化モードは、圧縮
効率に有意な影響を与えることなく、さらなる記憶、コンテキストの決定、および確率モ
デルのアップデートの必要性を減少させる傾向がある。特に、ビットストリームにおける
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いくつかのシンボルは、２値化後に０または１の値のビンを概して等しい尤度で含む。な
お、それと同時に、かかるシンボルは、ＣＡＢＡＣレギュラー符号化エンジンのコンテキ
スト適応によって有意な圧縮の利益をもたらすことはない。有意な圧縮の利益がこのよう
に欠如するのは、おそらくそれらの確率分布が急速に変動するためであろう。
【００１９】
　図７を参照すると、一実施形態において、復号装置４００のエントロピー復号４５０の
一部として含まれるＣＡＢＡＣは、ビットストリーム６００に由来したビットを受信する
。イントラ符号化されたブロック６１０に属するシンタックス要素、またはシンボルに関
して、符号化効率への効果が追加される計算複雑度を正当化しない場合には、その特定の
シンボルが、バイパス復号エンジンを用いるのに適しているかどうかが判定されるとよい
（ステップ６２０）。イントラ符号化されたブロック６１０に属するシンタックス要素ま
たはシンボルが、バイパス復号エンジンを用いるのに適していれば、２値化シンボルは、
バイパス復号モード６３０を用いて復号される。イントラ符号化されたブロック６１０に
属するシンタックス要素またはシンボルが、バイパス復号エンジンを用いるのに適してい
なければ、２値化シンボルは、レギュラー復号モード６４０を用いて復号される。
【００２０】
　図８を参照すると、ＣＡＢＡＣは、復号すべきシンボル５７０をビットストリームから
受信する。対象ブロック（current block）の左側のブロックに属するシンボル５７４は
、すでに復号済みであり、左側のブロックに関する予測モードがＭｌｅｆｔ６５０として
決定されている。ここで予測モードは、すでに復号済みのデータを用いてブロック内の画
素値を予測するための方法を特定する。同様に、対象ブロックの上側のブロックに属する
シンボル５７２は、すでに復号済みであり、上側のブロックに関する予測モードがＭａｂ
ｏｖｅ６５２として決定されている。ほとんどの状況において、対象ブロックに関する予
測モードは、明示的にビットストリームで送信されないが、代わりに、前述のＭｌｅｆｔ
およびＭａｂｏｖｅのような、すでに決定された予測モードの尤度（likelifood）に基づ
いて決定される。従って、ある関数は、Ｍｌｉｓｔ＝ｆ（Ｍｌｅｆｔ，Ｍａｂｏｖｅ）と
して参照される、プロバブルモード（ｐｒоｂａｂｌｅ　ｍоｄｅｓ：確からしいモード
）のリストを、Ｍｌｅｆｔ６５０およびＭａｂｏｖｅ６５２に基づくｆ（Ｍｌｅｆｔ，Ｍ
ａｂｏｖｅ）６５４を用いて発生させる。結果は、プロバブルモードのリストＭｌｉｓｔ
６５６である。
【００２１】
　一実施形態において、関数によって発生したプロバブルモードのリストＭｌｉｓｔ６５
６は、ｆ（Ｍｌｅｆｔ，Ｍａｂｏｖｅ）６５４を用いてモーストプロバブルモード（ｍｏ
ｓｔ　ｐｒоｂａｂｌｅ　ｍоｄｅｓ：最も確からしいモード）のリストを発生させ、予
測モードの（別の状況では単一のリストに組み合わされる）２つのリストを含み、第１の
リストは「モーストプロバブルモード」を含み、第２のリストは「非モーストプロバブル
モード」を含む。ビットストリームから、システムは、レギュラー復号エンジン６５７を
用いることが適しているか否かを示すＭＰＭ＿ＦＬＡＧビット６５５を選択し、結果とし
て、対象ブロックに関する予測モードが（典型的に「１」でシグナリングされる）「モー
ストプロバブルモード・リスト」中にあるか、または（典型的に「０」でシグナリングさ
れる）「非モーストプロバブルモード・リスト」中にあるかどうかを示すＭＰＭ＿ＦＬＡ
Ｇ６６０のような、シンタックス要素を選択する。対象ブロックに関するＭＰＭ＿ＦＬＡ
Ｇ６６０との比較６５８は、適切な予測モードが「モーストプロバブルモード・リスト」
６６２中にあるか、あるいは「非モーストプロバブルモード・リスト」６６４中にあるか
どうかを判定するために用いられる。対象ブロックに関するＭＰＭ＿ＦＬＡＧ６６０が、
予測モードが「モーストプロバブルモード・リスト」６６２中にあることを示し、かつ単
一の予測モードのみが「モーストプロバブルモード・リスト」中に存在する場合には、そ
の予測モードが、対象ブロックに関して選択された予測モード６７４である。選択された
予測モード６７４は、選択されたモード６７５として出力される。対象ブロックに関する
ＭＰＭ＿ＦＬＡＧ６６０が、予測モードが「モーストプロバブルモード・リスト」６６２
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中にあることを示し、かつ２つの予測モードのみが「モーストプロバブルモード・リスト
」インデックス中に存在する場合には、ＭＰＭ＿ＩＮＤＥＸインデックス６７０を用いて
、２つの予測モードから選択された予測モード６７４をシグナリングし、選択されたモー
ド６７５を出力する。ＭＰＭ＿ＩＮＤＥＸインデックス６７０は、バイパス復号エンジン
６７３を用いることが適しているか否かを示す、ＭＰＭ＿ＩＮＤＥＸビット６７１を選択
することにより、システムがビットストリームから決定する。結果としてＭＰＭ＿Ｉｎｄ
ｅｘインデックス６７０を出力する。「モーストプロバブルモード・リスト」のエントリ
のうちから選択する（ステップ６６２）処理は、追加された異なるモードを区別するため
に、ＭＰＭ＿ＩＮＤＥＸインデックス６７０へ追加のビットを割り当てることによって拡
張できる。
【００２２】
　先述のように、ビットストリームにおける過去のビンに基づいて、ＣＡＢＡＣは、現ビ
ンが「１」または「０」となる確率を決定できる。「モーストプロバブルリスト内」およ
び「非モーストプロバブルリスト内」からの選択は、ＣＡＢＡＣの符号化効率に有意な影
響を与える決定であり、従ってアップデートされた確率を有することが有益である。
【００２３】
　対象ブロックに関するＭＰＭ_ＦＬＡＧ６６０が、予測モードが「非モーストプロバブ
ルモード・リスト」６６４中にあることを示し、かつ単一の予測モードのみが「非モース
トプロバブルモード・リスト」６６４中に存在する場合には、その予測モードが、対象ブ
ロックに関して選択された予測モード６８０である。対象ブロックに関するＭＰＭ_ＦＬ
ＡＧ６６０が、予測モードが「非モーストプロバブルモード・リスト」６６４中にあるこ
とを示し、かつ２つの予測モードのみが「非モーストプロバブルモード・リスト」中に存
在する場合には、ＲＥＭ＿ＩＮＴＲＡ＿ＰＲＥＤ＿ＭＯＤＥインデックス６９０を用いて
、２つの予測モードから選択された予測モード６８０を通知し、選択されたモード６７５
を出力する。ＲＥＭ＿ＩＮＴＲＡ＿ＰＲＥＤ＿ＭＯＤＥインデックス６９０はバイパス復
号エンジン６９３を用いることが適しているか否かを示しており、システムによって、ビ
ットストリームから、ＲＥＭ＿ＩＮＴＲＡ＿ＰＲＥＤ＿ＭＯＤＥビット６９１を選択する
ことにより決定され、結果としてＲＥＭ＿ＩＮＴＲＡ＿ＰＲＥＤ＿ＭＯＤＥインデックス
６９０が提供される。対象ブロックに関するＭＰＭ＿ＦＬＡＧ６６０が、予測モードが「
非モーストプロバブルモード・リスト」６６４中にあることを示し、かつ４つの予測モー
ドのみが「非モーストプロバブルモード・リスト」インデックスに存在する場合には、２
ビットのＲＥＭ＿ＩＮＴＲＡ＿ＰＲＥＤ＿ＭＯＤＥインデックス６９０を用いて、４つの
予測モードから選択された予測モード６８０を通知し、選択されたモード６７５を出力す
る。対象ブロックに関するＭＰＭ＿ＦＬＡＧ６６０が、予測モードが「非モーストプロバ
ブルモード・リスト」中にあることを示し、かつ８つの予測モードのみが「非モーストプ
ロバブルモード・リスト」インデックス中に存在する場合には、３ビットのＲＥＭ＿ＩＮ
ＴＲＡ＿ＰＲＥＤ＿ＭＯＤＥインデックス６９０を用いて、８つの予測モードから選択さ
れた予測モード６８０を通知し、選択されたモード６７５を出力する。非モーストプロバ
ブルモード・リストからモードを選択するこの処理は、異なるモードを区別するために、
ＲＥＭ＿ＩＮＴＲＡ＿ＰＲＥＤ＿ＭＯＤＥインデックスへ追加のビットを割り当てること
によって拡張できる。
【００２４】
　前述のように、ビットストリームにおける過去のビンに基づいて、ＣＡＢＡＣは、現ビ
ンが「１」または「０」となる確率を決定できる。前述のように、「モーストプロバブル
モード・リスト」および「非モーストプロバブルモード・リスト内」からの選択は、ＣＡ
ＢＡＣの符号化効率に有意な影響を与える決定であり、従ってアップデートされた確率を
有することが有益である。しかしながら、「非モーストプロバブルモード・リスト」６６
４内の可能性からの選択は、ＣＡＢＡＣの符号化効率に与える影響が限られており、確率
はアップデートされるべきではなく、システムの計算複雑度は低減される。ほとんどの場
合、アップデートされない特定の２値化シンボルに割り当てられる確率は５０％である。
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【００２５】
　図９を参照すると、ＣＡＢＡＣに基づく例示的な符号化装置は、通常は非２値であるシ
ンタックス要素値７００を受信する。バイナライザ７１０は、シンタックス要素値７００
を受信し、シンタックス要素タイプ７２０に基づいて、２値列（ｂｉｎａｒｙ　ｓｔｒｉ
ｎｇ）７３０を発生させる。シンタックス要素タイプ７２０は、例えば、対象ブロックの
イントラ予測モードに関して導出された索引語（ｉｎｄｅｘ　ｔｅｒｍ）に対応する入力
値、または対象ブロックのイントラ予測モードに関して導出されたフラグに対応する入力
値をシグナリングする。セレクタ７４０は、１つ以上の入力に基づいて、バイパス符号化
エンジン７５０か、またはレギュラー符号化エンジン７６０を用いるべきかどうかを選択
する。セレクタ７４０への１つの入力としては、シンタックス要素タイプ７２０を含む。
セレクタ７４０への他の入力としては、スライス・タイプ７７０を含む。スライス・タイ
プ７７０は、例えば、Ｉスライス（イントラ予測スライス）、Ｐスライス（前方予測スラ
イス）、および／またはＢスライス（双方向予測スライス）を含む。セレクタ７４０への
他の入力としては、量子化パラメータ７８０である。２値化されたシンタックス要素値の
統計的な振舞いは、例えば、ビットストリームのビットレートにしばしば関係する量子化
パラメータに基づいて変化することがある。セレクタ７４０への他の入力としては、結果
として生じるビットストリーム８００から収集された統計データ７９０である。収集され
た統計データ７９０によって、符号化効率をさらに改善するためにビットストリームに基
づいて符号化の仕方を修正することが容易になる。セレクタ７４０が、１つ以上の入力に
基づいて、バイパス符号化モード８１０を選択すれば、２値列７３０は、ビットストリー
ム８００を発生させるためにバイパス符号化エンジン７５０を用いて符号化される。セレ
クタ７４０が１つ以上の入力に基づいてレギュラー符号化モード８２０を選択した場合に
は、２値列７３０が算術符号化装置であるレギュラー符号化エンジン７６０へ供給される
。加えて、現確率推定８５０が、空間的および／または時間的に隣接したシンタックス要
素値８４０と、過去に符号化された２値シンボルに基づいて、コンテキスト・モデラ８３
０によりレギュラー符号化エンジンへ入力として供給される。レギュラー符号化エンジン
７６０は、ビットストリーム８００を発生させる。レギュラー符号化エンジン７６０の出
力は、コンテキスト・モデラ８３０の確率をアップデートするために用いられる。セレク
タ７４０は、ビットストリーム８００にどの符号化されたビットが含まれるべきかを示す
ために用いることもできる。
【００２６】
　図１０を参照すると、ビットストリーム８００は、ＣＡＢＡＣに基づく復号装置によっ
て受信される。セレクタ８１０は、ビットストリーム８００からの１つ以上の入力に基づ
いて、バイパス復号エンジン８２０か、またはレギュラー復号エンジン８３０を用いるべ
きかどうかを選択する。セレクタ８１０への１つの入力としては、シンタックス要素タイ
プ７２０を含む。セレクタ８１０への他の入力としては、スライス・タイプ７７０を含む
。セレクタ８１０への他の入力としては、量子化パラメータ７８０を含む。セレクタ８１
０への他の入力としては、収集された統計データ７９０である。セレクタ８１０が１つ以
上の入力に基づいてバイパス復号モード８４０を選択した場合、ビットストリーム８００
は、２値の復号されたビット８５０を発生させるためにバイパス復号エンジン８２０を用
いて復号される。セレクタ８１０が１つ以上の入力に基づいてレギュラー復号モード８６
０を選択した場合、ビットストリーム８００は、算術復号装置のエンジンであるレギュラ
ー復号エンジン８３０へ供給される。加えて、現確率推定８７５が、空間的および／また
は時間的に隣接したシンタックス要素値８８０に基づいて、コンテキスト・モデラ８７０
によりレギュラー復号エンジンへ入力として供給される。レギュラー復号エンジン８３０
は、２値の復号されたビット８９０を発生させる。レギュラー復号エンジン８３０の出力
は、コンテキスト・モデラ８７０の確率をアップデートするために用いられる。セレクタ
８１０は、どの２値の復号されたビット８５０、８９０がデバイナライザ（ｄｅｂｉｎａ
ｒｉｚｅｒ）９００へ供給されるべきかを示すために用いることもできる。デバイナライ
ザ９００は、２値の復号された入力をシンタックス要素タイプ７２０とともに受信して、
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非２値のシンタックス要素値９１０を供給する。
【００２７】
　本発明の様態は、動画像を復号する復号装置を提供し、
　（ａ）復号装置は、複数の画素を表す動画像のブロックを表す量子化された係数を含ん
だビットストリームを受信し、
　（ｂ）復号装置は、コンテキスト適応２値算術符号化を用いてビットストリームを復号
し、
　（ｃ）コンテキスト適応２値算術符号化は、少なくとも復号されている現シンタックス
要素に空間的および時間的に隣接するシンタックス要素値の少なくとも１つに基づく確率
推定に基づいてビットストリームを復号する第１のモードと、第２のモードは、復号され
ている現シンタックス要素への他のシンタックス要素に基づく確率推定に基づかないでビ
ットストリームを復号する第２のモードを含み、
　（ｄ）コンテキスト適応２値算術符号化は、現シンタックス要素がイントラ符号化され
ている場合に第１のモードを用い、プロバブルモードの第１のセットおよびプロバブルモ
ードの第２のセットから選択して、現シンタックス要素を復号し、プロバブルモードの第
１のセットは、プロバブルモードの第２のセットより尤度が高く、
　（ｅ）コンテキスト適応２値算術符号化は、現シンタックス要素がイントラ符号化され
ている場合、かつプロバブルモードの第２のセットの１つのうちから選択する場合に、第
２のモードを用いて現シンタックス要素を復号する。
【００２８】
　別の様態によれば、第１のモードは、復号することに基づいて確率推定をアップデート
することを含む。
【００２９】
　別の様態によれば、プロバブルモードの第１のセットは、少なくとも２つのモードを含
む。
【００３０】
　別の様態によれば、プロバブルモードの第１のセットは、単一のモードを含む。
【００３１】
　別の様態によれば、プロバブルモードの第２のセットは、少なくとも２つのモードを含
む。
【００３２】
　別の様態によれば、プロバブルモードの第２のセットは、単一のモードを含む。
【００３３】
　別の様態によれば、ビットストリームは、プロバブルモードの第１のセットおよびプロ
バブルモードの第２のセットの間で選択することを示すためのフラグを含む。
【００３４】
　別の様態によれば、ビットストリームは、複数のプロバブルモードの第１のセットのう
ちからの選択を示すためのインデックスを含む。
【００３５】
　別の様態によれば、ビットストリームは、複数のプロバブルモードの第２のセットのう
ちからの選択を示すためのインデックスを含む。
【００３６】
　別の様態によれば、プロバブルモードの第１のセットおよびプロバブルモードの第２の
セットからの選択は、さらにシンタックス要素タイプに基づく。
【００３７】
　別の様態によれば、プロバブルモードの第１のセットおよびプロバブルモードの第２の
セットからの選択は、さらにスライス・タイプに基づく。
【００３８】
　別の様態によれば、プロバブルモードの第１のセットおよびプロバブルモードの第２の
セットからの選択は、さらに量子化パラメータに基づく。
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【００３９】
　別の様態によれば、プロバブルモードの第１のセットおよびプロバブルモードの第２の
セットからの選択は、さらに、復号されたビットストリームの収集された統計データに基
づく。
【００４０】
　前述の明細書に使用された用語および表現は、限定ではなく、説明の用語として本明細
書に用いられ、かかる用語および表現の使用には図示され、説明される特徴またはその部
分の等価物を除外する意図はなく、本発明の範囲は、添付される特許請求の範囲によって
のみ規定され、限定されることが理解される。
 

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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